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た状況と、同業他社との厳しい競争が海外展開を疎外した。さらに独自の企業文化も海外展開をなじませない要因だったとも言えよう。日本の輸出依存度が最近でこそ高くなって る（〇八年で十六・一％）が、長い間一ケタ台だったことは、それ 象徴 ている。
その結果、日本企業の海外展開は大きく遅





齢化やデフレでさらなる落込みを余儀 くされている。日本企業としては生き残りのため成長著しいＢＲＩＣｓ等に打って出るしかな 。その意味で、今年十二％台の売上高 占める海外比率を五年後に五〇％以上 するというユニクロの経営方針は注目される。
問題は企業に留まるものではない。日本人が








でなければ ず、医療、教育の向上は必須である。カロリーの高 餅米から主食の多様化を進め、成人病を防ぐとともに、医療の普及により現在の平均年齢六三・二歳を引き上げることが重要である。主食は餅米のほか、フランスパンを使たサンドイッチが普及しており、インドシナ三国に共通したフランス文化の匂いを味わうことができる。教育への支援は重要である。フランス 植民地時代、教育分野にはほとんどフランスは関心を示さず、一般教育とともに高等教育には手がつけられなかった。ラオスが「豊か 発展途上国」として生活の質を向上させ ため も教育水準の引き上げが、急がれている。
「恒産なければ恒心なし」であるが、物質的豊
かさが必ず も人間 幸福をもたらすものでい。競争に明け暮れ 虚勢を張り、空威張りをしてきた日本人団塊の世代にとって、ラオスは何か癒される暖かさを持っている。中国の目覚ましい経済発展に目が奪われがちであるが、工業化による近代化だけが豊 な生活と質の高い人生 保障するものではな 心を癒してく ラオス 日本人中高年者の長期滞在者 、今後増え ことが予測され 。また、豊かな日本で育 た若い人にとっても、後発ＡＳＥＡＮ国であるラオスから東アジアを考えると、異なった東アジア像が見え、知的な興味を湧き立たせ、アジアへの理解が深まるのは間違いなく訪問してほしい国の一つ ある。
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